7　歌論　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),古)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らい),来)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふう),風)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),体)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),抄)　和歌の詠み方　読解のつぼ①　紛らわしい語の識別①
識別とは、品詞や文法的意味を明らかにして正しい文法的説明ができるように見分けることである。一見するだけで識別できない紛らわしい語や表現もある。ここではその代表的なものを学ぼう。
歌のよきことをいはむとては、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),通)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とし),俊)卿後拾遺の序には、「ことば、縫物のごとくに、心、海よりも深し」など申しためれど、必ずしも錦 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),縫)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)のごとくならⓐねども、歌は、ただよみあげもし、詠じもしたるに、何となく艶にもあはれにも聞こゆることの①あるなるべし。もとより詠歌といひて、声につきて良くも悪しくも聞こゆるものなり。
②この心は、年ごろも③いかで申し述べむとは思ひたまふるを、心には動きながら、ことばには eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),出)だし難く、胸にはおぼえながら、口には述べ難くて、まかり過ぎⓑぬべかりつるを、今、ある高きみ山に、このやまとごとの道の風をも深く知ろしめせⓒるあまりに、歌の姿をもよろしといひ、ことばをもをかしともいふことは、いかなるをいふべきことぞ、すべて歌を詠むべき趣、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),海)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),人)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たく),栲)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なは),縄)こと長くとも、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(も),藻)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しほ),塩)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐさ),草)書き述べて奉るべき由、④仰せ出だされたることあり。世にある人は、ただ歌はやすく詠むことぞとのみ心を得て、かくほど深くたどらⓓむとまでは思ひよらⓔぬものなり。
語注

通俊卿＝平安後期の歌人、藤原通俊。『後拾遺和歌集』の撰者。

錦縫物＝きらびやかな糸で織られた美しい織物。　　ある高きみ山＝ある高貴なお方。

やまとごと＝和歌。　海人の栲縄＝海人の使う縄。「長し」を導く表現。

藻塩草＝塩を採取するための海藻。「書く」を導く表現。

問一　［文法］　二重線部ａ～ｅの助動詞の文法的意味を答えよ。　〈3点×5〉

ⓐ［　　　］ⓑ［　　　］ⓒ［　　　］ⓓ［　　　］ⓔ［　　　］
問二　［内容］　傍線部①・③を現代語訳せよ。ただし、①は最も適当なものを選べ。　〈①＝3点、③＝5点〉

①　ア　あるらしいに違いない　　イ　あるそうであろう　　　ウ　あるようなはずだ

　　エ　あるのであろう　　　　　オ　あるのであるべきだ

③［　　　　　　　　　　　　　　　］

問三　［読解］　傍線部②とあるが、ここでいう歌の本質とはどのようなことか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

［　　　　　　　　　　　　　　　］
問四　［読解］　傍線部④とあるが、どのようなことを命じられたのか。最も適当なものを選べ。　〈12点〉

ア　歌全体の格調を高くするために欠かすことのできない風情ある言葉の用い方について、詳細に書物に著すこと。

イ　和歌の道に精通していて、一つひとつの言葉も優れ、格調高い歌を詠む歌人について、書面で自分に知らせること。

ウ　細かい表現にこだわらず、歌全体の格調を重んじるよう説いた書物によって、人々に本来の詠みぶりを伝えること。

エ　和歌の道に精通している立場から、平易な歌ばかり詠む人々に、格調高い歌を詠むために必要な心構えを説くこと。

オ　歌全体の格調も高く、一つひとつの言葉にも趣がある歌のことについての記述を、長くなっても書物にまとめること。

【解答】
問一　ⓐ＝打消　ⓑ＝強意　ⓒ＝存続　ⓓ＝意志　ⓔ＝打消　〈3点×5〉
問二　①＝エ　〈3点〉

③＝何とかして申し述べようとは思っておりますが、　〈5点〉

問三　必ずしも華麗な表現ではなくても、朗詠する声によって良くも悪くもなるということ。（39字）　〈15点〉

問四　オ　〈12点〉

【補充問題】

問１　「まかり過ぎぬべかりつるを」（６行目）を現代語訳せよ。

問２　「藻塩草書き述べて奉るべき由」（９行目）の「書き」には別の意味の言葉が重ねられているが、もう一つの言葉とは何か。意味がわかるように答えよ。

【補充問題解答】

問１　時が過ぎてしまいそうでありましたが
問２　（「塩を掻き集める」の）掻き
　
